
 

 

科目内容 

 

領域 心理・社会的支援に関する領域 

科目名 地域に対するプログラムの企画 

教育目的 

・地域のケアシステムにおける介護福祉士の位置や役割を理解させ、連携の視

点を形成させる。 

・自分の地域における家族支援、地域連携、地域資源開発などの具体的な取り組

みを学習し、地域の課題やニーズに応じた自職場のプログラムを企画できる

力を育成する。 

到達目標 

・地域包括ケアシステム、包括的支援体制等の考え方、政策や制度の枠組み、推

進・連携の仕組みについて説明できる。 

・自分の地域のケアシステム構築の取り組みの現状と今後の課題を踏まえ、自

職場の立ち位置や役割、今後の活動方針について説明できる。 

・地域の課題やニーズに応じた家族支援、地域連携、地域資源開発、介護職への

研修支援などのプログラムを企画できる。 

時間数 ３０時間 

含むべき 

内容 

 

○地域包括ケアシステムの考え方と構築にむけた課題 

・地域医療（認知症医療を含む）、地域リハビリテーション、生活支援サービ

スの開発と多様な地域資源・活動の開発、居住支援等 

○自分の地域におけるケアシステム構築の課題等の把握と等の調査 

・介護保険事業計画等の分析と今後の地域の課題やニーズの分析 

・地域における家族支援、地域支援、多機関・多職種連携、居住支援等への取

り組みや課題の調査 

○地域の課題やニーズを踏まえた家族支援、地域連携、地域資源開発などのプロ

グラムの企画 

留意事項等 ○講義と演習によって研修を展開する。 

課題学習の

可否 
全部可・一部可・否 課題学習は 15時間を超えない配分とする 

修了評価の

方法 
レポート 

受講要件 ・Ⅰ類を修了していること 

講師要件 

・当該科目における十分な知識・専門性を有し、講師等の教育経験がある者 

・修士課程を修了している者が望ましい 

・地域に対する支援プログラムを企画・実施した経験のある有資格者（介護福祉

士、主任ケアマネ、社会福祉士、保健師、精神保健福祉士、臨床心理士、作業

療法士等）が望ましい 

  


